
農を活性化 暮らし充実

河北町の国道287号谷

地橋を長寿命化する20

年度からの補修工事が本

年度完了する。床板コン

クリートの打ち替えを

月末にかけて、夜間に片

側交互通行にして実施し

ている。同国道の改良で

はこのほか、朝日町杉山

で拡幅工事を行う。 年

度から続けている事業

で、本年度は200㍍区間

で実施する。

主要地方道大江西川線

は大江町貫見で改良事業

を行う。140㍍区間で新

ルートを建設するほか長

さ 9㍍の４号橋を架け

る。また長さ 7㍍の６

号橋の橋台を造る。同線

では大江町左沢で歩道設

置工事を継続し、190㍍

の予定区間が完成する予

定だ。主要地方道寒河江

村山線は寒河江市中河原

と河北町要害で、歩道拡

幅のため用地買収や測量

を行う。

河川整備では、寒河江

市の沼川改修工事が 年

度の完了に向け終盤に

入る。末広町地内の180

㍍区間で川幅拡大を継

続し、本年度は沼川１

号橋の架け替えを実施。

大江町の月布川では、荻

野工区で実施してきた

堤防整備が本年度に完成

する。

砂防事業では、寒河江

市幸生の柴屋沢川で土石

流対策の調査に着手す

る。

谷
地
橋
の
補
修
本
年
度
完
了

５
月
に
行
わ
れ
た「
つ
や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
」出
発
式
の
田
植
え
。
「
つ

や
姫
」
は
高
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
収
量
確
保
を
目
指
す

寒
河
江
市

つや姫 質 量の両立模索

⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

西
村
山

域
振
興
局

食
味
が
良
い
米
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
寒
河
江
西
村
山
地

域
。

周
年
の
県
産
ブ
ラ
ン
ド

米
「
つ
や
姫
」
に
つ
い
て
、
寒

河
江
市
内
で
水
田
を
集
積
し
ブ

ラ
ン
ド
産
地
化
を
進
め
る
「
つ

や
姫
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
（
村
）
」

と
協
力
し
、
食
味
な
ど
品
質
の

高
さ
を
維
持
し
な
が
ら
収
量
確

保
を
目
指
す
。
成
分
が
長
く
浸

透
す
る
緩
効
性
と
速
効
性
の
肥

料
を
組
み
合
わ
せ
る
ほ
か
地
力

向
上
の
方
策
も
実
施
し
、
質
と

量
の
両
立
を
模
索
し
て
い
く
。

県
産
米
新
品
種
と
し
て
本
格

デ
ビ
ュ
ー
２
年
目
の
「
雪
若
丸
」

は
品
種
特
性
に
応
じ
た
栽
培
の

徹
底
が
高
評
価
へ
の
鍵
と
な

る
。
１
年
目
の
昨
年
は
県
全
体

と
同
様
、
西
村
山
地
域
で
も
田

植
え
後
の
高
温
な
ど
で
土
壌
の

酸
素
が
不
足
気
味
と
な
り
、
十

分
な
茎
数
が
確
保
で
き
ず
目
標

に
比
べ
収
量
が
少
な
く
な
っ

た
。
今
年
は
水
田
の
水
交
換
や

追
肥
対
応
な
ど
の
徹
底
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

地
域
特
産
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は

晩
生
品
種
「
紅
秀
峰
」
の
生
産

拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現

主
力
品
種
「
佐
藤
錦
」
に
比
べ

収
穫
時
期
が
５
日
ほ
ど
遅
く
、

紅
秀
峰
を
増
や
す
こ
と
で
小
売

店
で
長
期
間
存
在
感
を
発
揮
す

る
効
果
を
狙
う
。新
品
種
の「
や

ま
が
た
紅
王
」
は
幼
木
管
理
の

徹
底
を
訴
え
る
。
課
題
の
省
力

化
に
向
け
「
Ｙ
字
仕
立
て
」
の

導
入
も
呼
び
掛
け
て
い
く
。

リ
ン
ゴ
は
、
木
を
横
に
大
き

く
広
げ
な
い
よ
う
に
し
、
雪
に

強
く
園
地
に
多
く
植
え
ら
れ
る

「
半
わ
い
化
開
心
形
仕
立
て
」

の
普
及
を
促
進
す
る
。
啓
翁
桜

は
販
売
金
額
１
億
円
達
成
に
向

け
西
川
町
で
園
芸
団
地
化
を
進

め
て
お
り
、
生
産
者
の
技
術
向

上
へ
支
援
し
て
い
く
。

農
村
整
備
で
は
本
年
度
、
朝

日
町
三
中
で
農
地
中
間
管
理
機

構
（
農
地
バ
ン
ク
）
を
活
用
し

た
７
・
４
㌶
の
圃
場
整
備
事
業

「
元
能
中
地
区
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
通
常
発
生
す
る
農
家
負

担
分
を
国
が
肩
代
わ
り
す
る
方

式
で
、

戸
の
農
家
が
４
戸
の

担
い
手
に
農
地
を
託
し
て
集
積

す
る
。
水
田
を
大
区
画
化
す
る

ほ
か
枝
豆
や
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
を

栽
培
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
河
北

町
の
北
谷
地
地
区
で
用
排
水
路

１
・

㌔
、
同
町
の
引
竜
地
区

で
区
画
整
理

・
１
㌶
を
施
工

す
る
。
ま
た
寒
河
江
市
の
寒
河

江
南
部
地
区
で
農
業
用
水
の
安

定
供
給
と
災
害
防
止
を
目
的

に
、
水
路
ト
ン
ネ
ル
改
修
を
４

５
０
㍍
区
間
で
行
う
。

東
北
中
央
自
動
車
道
の
東
根
｜
東
根
北
間
が
開
通
し
、

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
祝
っ
た

‖
３
月

日
、
東
根
市
松
沢

地
域
産
業
の
活
性
化
や
観
光
振

興
、
救
急
医
療
活
動
の
迅
速
化
と

い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
る
東
北

中
央
自
動
車
道
。
管
内
で
は
３
月
、

東
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

｜
東
根
北
Ｉ
Ｃ
間
（
４
・
３
㌔
）

が
開
通
し
た
。
現
在
、
東
根
北
、
村

山
北
（
仮
称
）
、
大
石
田
村
山
の

Ｉ
Ｃ
の
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
整
備
効
果
を
よ
り
広
域
に
波

及
さ
せ
る
た
め
、
東
根
北
Ｉ
Ｃ
か
ら

寒
河
江
市
・
村
山
市
に
至
る
寒
河
江

村
山
線
、
村
山
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
石
田

町
へ
の
村
山
大
石
田
線
と
新
庄
市
へ

の
新
庄
次
年
子
村
山
線
、
大
石
田
村

山
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
石
田
町
に
至
る
大
石

田
土
生
田
線
の
ア
ク
セ
ス
道
の
改
築

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
速
道
と

各
市
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図
ら

れ
、
山
形
空
港
を
拠
点
と
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
海
外
か
ら
の
旅
行
）
を

含
め
た
交
流
人
口
の
拡
大
も
見
込
ま

れ
る
。

通
年
通
行
が
実
現
し
た
尾
花
沢
市

と
宮
城
県
加
美
町
を
結
ぶ
国
道
３
４

７
号
鍋
越
峠
。
豪
雪
地
を
抜
け
る
県

境
部
分
の

・
７
㌔
区
間
の
防
雪
柵

や
雪
庇
防
止
板
の
設
置
、
地
吹
雪
に

よ
る
視
界
不
良
対
策
の
視
線
誘
導
標

と
い
っ
た
危
険
回
避
対
策
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

河
川
整
備
で
は
、
台
風
や
豪
雨
な

ど
で
幾
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
き

た
村
山
市
の
大
旦
川
で
、引
き
続
き
、

治
水
対
策
と
し
て
河
川
改
修
事
業
を

進
め
る
。
本
年
度
は
、
川
の
水
位
が

上
が
っ
て
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
水

が
た
ま
る
「
内
水
」
対
策
と
し
て
、

調
節
池
の
用
地
買
収
や
連
絡
水
路
の

整
備
を
行
う
。
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北
村
山

域
振
興
局

ＩＣとのアクセス道改築
北
村
山
地
域
は
、
日
本
一

の
夏
ス
イ
カ
の
産
地
。
全
国

的
な
市
場
評
価
が
高
く
、
地

域
経
済
の
柱
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
な
ど
先
進
技
術
を
活

用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
普
及
に
向
け
、
尾
花
沢
の

ス
イ
カ
農
家
１
戸
を
モ
デ
ル

実
証
農
家
と
し
て
生
産
管
理

の
効
率
化
を
検
証
。
農
産
物

の
安
全
性
を
示
す
認
証
制
度

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程

管
理
）
」
の
普
及
に
も
力
を

入
れ
、ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、

経
営
強
化
に
よ
る
１
戸
当
た

り
の
面
積
拡
大
を
目
指
す
。

管
内
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
栽
培

面
積
は
８
２
５
㌶
で
県
全
体

の

％
を
占
め
る
。
こ
の
中

で
も
東
根
市
は
６
３
１
㌶

で
、
栽
培
面
積
、
生
産
量
と

も
県
内
１
位
の
産
地
だ
。
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
結
実
と
品
質
の

安
定
を
目
指
し
、
開
花
期
の

低
温
や
降
雨
な
ど
気
象
変
動

に
左
右
さ
れ
な
い
産
地
基
盤

の
強
化
に
取
り
組
む
。
Ｊ
Ａ

や
生
産
組
織
と
連
携
し
た
栽

培
講
習
会
・
研
修
会
開
催
に

よ
る
技
術
指
導
、
栽
培
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
チ
ラ
シ
の
発
行
な

ど
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
県

が
開
発
し
た
大
玉
新
品
種

や
ま
が
た
紅
王

の
適
切
な

幼
木
管
理
指
導
も
行
う
。

ス
イ
カ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
効
率
化
検
証
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管
内
市
町
と
連
携
し
て
、
仙

台
圏
か
ら
の
周
遊
観
光
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
北
村
山

地
域
連
携
推
進
研
究
会
。
国
道

３
４
７
号
と

号
を
通
じ
て

隣
接
し
て
い
る
仙
台
圏
か
ら

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、

北
村
山
地
域
を
「
仙
台
と
な
り

村
」
と
位
置
付
け
、
自
然
、
景

観
、
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
情

報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

本
年
度
は
「
仙
台
と
な
り
村

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
展
開

し
て
い
る
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

と
そ
ば
ク
ー
ポ
ン
券
を
セ
ッ
ト

に
し
た
専
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

２
万
部
配
布
す
る
。
ス
タ
ン
プ

を
集
め
応
募
す
る
と
、
温
泉
の

宿
泊
券
、
そ
ば
食
事
券
、
特
産

品
な
ど
の
豪
華
景
品
が
当
た

る
。
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
充

実
さ
せ
、
交
流
人
口
拡
大
を
図

る
。

仙台圏から周遊客呼び込む

（ ） 第 号月 日（日曜日） ( 三種郵便物認可)（令和元年）（ ） 第 号月 日（日曜日） ( 三種郵便物認可)（令和元年）


